


























































３　 Carl Benedikt Frey and Michael A. Osborne（2013）The Future of Employment:How Susceptible are Jobs to Computerisation?,Oxford University 
Programme on the Impacts of Future Technology.
　　株式会社野村総合研究所のプレスリリースも、二人との共同研究であることが記載されている。
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XBRL（eXtensible Business Reporting Language）
という情報を作成・流通・利用できるように標準化さ
れた XML ベースのコンピュータ言語が利用されてお
り、法人税申告手続における e-Tax においても利用
され、単に情報を収集するのみではなく、情報を利用
するための整備が進んできている。
６　 対象とする母集団の 100％について、何らかの監査的検討を行うこと。
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おわりに５
　定型的な仕訳は自動処理が進み、手作業による仕訳
の入力作業自体は減少していく方向は確実ではないか
と考えているが、ポジティブに捉えれば経理担当者は
単純作業から解放され、より経営への貢献が高い業務
に従事することが可能となる。これは税理士や公認会
計士にとっても、同様である。コスト削減及び業務の
効率化の面では大きなメリットとなるが、IT への依
存度が高まるため、システムトラブル時に業務が滞る、
情報流出のリスクが高まるなどのデメリットも生じる
こととなる。また、クラウド会計が取り込んだ銀行デー
タなどから自動的に仕訳を行う際に、特殊な取引で、
誤った仕訳が生成される可能性があり、会計や税務で
のトラブルが生じる可能性も今後発生すると考える。
　最後に教育・人材に関して述べていきたい。IT を
活用したとしても、会計不正がすべて防げる訳ではな
い。IT 化はある面ではプログラム化されることによ
るブラックボックス化にもつながるため、このために
重要なものは職業倫理（会計倫理）であると考える。
この点は大学教育に大きな役割が求められるのではな
いかと考えている。また、IT はあくまでも道具の位
置付けであり、作成された会計情報をどのように活用
するかが重要となる。会計ソフトは、資金繰り管理、
予算実績分析、経営分析などの機能を標準で装備して
いることが多く、分析ができる人材が求められるので
はないかと考える。また、セキュリティなど IT 利用
の基本的な知識も求められる。
　経理業務に関して、定型的、細かい作業ばかり、付
加価値が見出せないなどの印象を持たれることがある
と感じているが、IT の活用で定型業務が減少するこ
とで、経理業務が守りから攻めに転換する第一歩にな
るのではないだろうか。大手企業を中心に、データの
分析がより高度化し、経理がより要の部署に変化する
と考えている。監査業務においても、効率化に加えて、
今まで人手ではできない手続の実施が可能となる。ま
た、監査において専門家の知識を活用した分析などの
付加価値の提供が差別化につながり、これは税務業務
も同様と考えている。まさに会計・監査は明るい未来
が広がっていると言えよう。
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